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臼ハ
J
R
に
委
託
｝
～
「
て
ど
で
、
日
町
、
右
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を
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／
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、
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問
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仁
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［
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台
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叶
刀
！
万
三
走
行
九
c

中
心
浮
I
t

は
乙
フ
な
る
川
J

阿
見
み
川
｝
は
ハ
一
数
汗
山
に
、
偽
造
1

之
ノ
ス
ボ
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叶
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台
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茶
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叩
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仁
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ボ
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～
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古
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受
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取
り
、
そ
の
小
川
出
千
Y
2
現
金

化
し
て
、
支
持
主
ー
っ
と
山
川
ふ
け
る
河
川
ド
放
行
の
費
用
に
完
工
た
乙

こ
ら
ず
か
、
引
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古
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］
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佐
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仲
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～
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叫
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／
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γ
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＼
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潔
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ぶ
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［
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司
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＋
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司
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を
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＼
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ず
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す
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さ
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［
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又
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叫
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；
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右
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古
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な
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収
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叫
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什
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↑
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仕
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付
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近
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引
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き
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れ
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仙
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／
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仕
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取
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仇
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よ
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仕
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↑
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仏
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台
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岡
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仁
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仲
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取
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ず
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叶
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泊
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刊
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1
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T
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刀
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川
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治
「
泊

先
＋
川
求
権
〉
、
ご
の
一
川
本
佳
い
慌
に
対

J

て
、
支
払
日
限
山
翌
己
？
っ
文

l

私
柑
み
ま
ゼ
年
ヘ
分
む
説
r
、口て
μ
h
1
7
A
U
注
げ
た
渋
肯
ふ
1

（
九
拝
乏
い
宣
告
一
全
日

の
一
員
ど
で
あ
り
、
後
者
。
川
州
市
佼
拡
に
問
ゾ
て
は
、
九
引
一
υ

川

流

し

チ

な
い
問
は
百
ボ
で
空
る
は
千
戸

L
L
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u

木
戸
差
叩
ハ
J

八
小
中
げ
て
の
バ
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vN
地
誌
の
お

μ
て
、
府
特
品
川
誌
は
一
支
払
期
間
以
の
翠

E
か

り

由

限

立
日
ま
で
の
間
に
生
じ
た
淳
延
損
害
金
L
n
w
確
定
金
却
を
記
載
す
る
上



弓
に
一
わ
れ
た
わ
℃
、
づ
ご
心
「
て
「
に
1
v

ま
1

P

一J

パヘ
一
rり
」
山
口
出
決

ま
J

て
の
な
勺
一
、
そ
刀
に
売
掛
金
の
岩
h
d
戸
川
、
一
が
れ
る
い
札
川
し
で
r
h
J
九一、

在日

ν弘
之
い
へ
と
し
こ
店
主
辺
川
ま
で
の
出
ぺ
山
一
括
慣
を
士
山

h

一
て
ぎ
る
の
は
一
、

〈遅延損害金の一世き
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E
E
d
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T
J命
日
、
実
際
に
ふ
六
？
の
一
年
利
三
「
詠
下
ど
一
翌
ぷ
！
な
＼

一
一
ニ
ル
＼
一
体
定
合
無

f
：俗、

（
記
山
手
証

α

τの
供
立
九
リ
匹
ノ
f

〉／
U
r
A
じ

配
当
惑
の
計
算
の
墓
時
ー
と

な
る
債
権
額

慌
権
者

配
当
誤

x 

U
川
門

一
へ
l

l

一
コ
ゴ
ワ

一
一
一
／
ノ
I

ノ、

〔一

J

日

一ノご一、
U
J
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l

ノ
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Uん司

勺、一一
J
f
～n

ム
オ
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派

出
枠
五
九

伎
権
じ
u
と
ー
コ
J
－
川
お
む
椛
利
と

iy勺
ノ
へ
き
て
す
い
り
で
し
は
配
半
十
古
川

文
可
を
つ
1

け
て
い
る
よ
っ
て
「
が
、
体
ハ
叫
が
つ
か
し
い
の
で

L
Cー

か
、
週
明
に
し
γ
川7
r
d
ま
ず

之
耐
…
間
ヤ

日
心
X
に
必
ず
る
配
当
守
、
誠
一
苅
誌
に
コ
ハ
て
ー
あ
な
に
予
山
内
刊
汗
で

あ
る
と
し
た
っ
間
帯
住
権
に
J

ノ
守
、
「
安
払
鮎
限
の
遊
日
か
ら
申
立

日
ま
で
の
笥
に
生
じ
た
遅
圧
損
害
童
心
確
定
会
釘
士
山

ν
点
、
一
同
校

し
て
い
再
搾
命
ヘ
μ
を
山
i

し
げ
て
た
X
へ
＼
モ
の
い
伎
に
一
民
礼
主
に
よ
：
1
、

ー
申
立
自
の
閉
耳
目
か
ら
配
当
期
日
ま
で
の
閣
に
生
じ
た
遅
延
損
害
金
L

引
分
そ
が
手
玉
一
、
一
配
当
額
の
百
草
の
基
礎
と
な
る
慣
帯
抽
出
」

1rr

る
こ
と
を
認
め
ま
」
q
h
l
ι

れ
よ
び
X
リ
p
こ
れ
川
て
れ
の
ー
い
ハ
刀
に
問
、
り

し
一
＼
裁
判
凶
J
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n
n

何
百
求
4
誌
百
す
べ
き
い
J

、
什
卜
却
γ
七
、
戸
か
J
V

杓

ぃ
叫
に
止
さ
い
〈
な
お
、
山
引
決
ア
え
の
結
論
古
事
、
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の
た
コ

1
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伎
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T
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い
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V
労

働

法

不

品

部

，

十

問
l

b

平
川
比
什
刀
ヘ
ペ
は
日
仕
＼
の
設
校
川
、
一
門
主
〆
て
い
三
示
、
此

耽
V
〆
一
山
岡
む
に
控
え
p
一
一
一
月
、
ザ
ヲ
ク
ル
む
泣
v

コ
J

で
川
市
山
叫
し
亡
、

路
ー
の
一
戸
主
？
ぬ
石
板
、
清
ム
凡
な
と
い
小
限
決
仁
川
台
物
品
片
山
山
下
山
戸
J

ム剖

行
比
逮
捕
さ
れ
た
h
A
ば
翌
I
Z
猛
反
省
し
、
阜
市
引
を
B
社
三
和
山
刊
し
、

和
談
／
と
こ
ろ
も
人
主
訣
ド
に
ア
ん
に
す
る
九
九
口
、

uE
い
に
し
f
内
正

や
ま
ん
一
た
一
と
三
わ
れ
た

A
は
？
事
に

m
Hかっ一
B
辻
仁
士
店
三

勤
務
「
る
こ
、
、
が
で
き
と
い
初
め
の

m
月
山
ば
試
組
出
向
μ

さ
れ

f
 

γlぷ二 年出二子二川百以問ic

さ
て
、
ハ
月
中
匂
に
ほ
っ
こ
え
は
日
引
か
っ
一
木
扶
店
土
松
市
門
ヶ
る

と
り
L

い
知
を
受
汀
卒
採
叫
川
hf」ヘ
U

円
四
仰
は
、
一
日
古
川
戦
f

一
し
立

小
泊
裕
一
と
い
与
こ
し
〈
て
あ
ノ
～
が
、

t
、
支
出
で
は
れ
一
日
日
ミ
ス
ー
ら

す
＼
平
山
戸
山
一
の
業
務
会
一
行
っ
て
い
た
じ
号
予
つ
れ
る
本
採
H

明
言
引
車
ァ
目
は
一
月
の
現
行
犯
A
U
始
以
外
に
な
h

ー
は
、
下
採
用
但
肖
己
／
下
つ

l
」
が
で
き
る
か

F

検
討
？
γ
な
さ
V

T
ン
お
ら
十
心
従
業
れ
ー
は
、
じ
ぷ
，
働
組
へ
口
に
削
↓
へ
し
て
い
た

S
仕

／
｝
じ
労
働
組
f

口
は
、
三
三
オ
ン
。
ン
3

J

7

協
定
を
締
結
？
て
お
れ
、

S
引
の
／
ι
川
市
川
口
川
、
伏
い
叫
戟
1

｝
侭
託
社
員
か
除
い
一
に
、
す
、

7
L
U
3

働
組
什
の
組
九
口
氏
で
為
〔
J

P

J

」

宝一、、

U
H働
組
台
ム
ウ
一
の
た
ひ
秋
λ
r
m

選
4
7
1

が
Ji－
h
U

札
y

守

乙
P

～
な
つ
ず
｝
が
、
こ
れ
ま
と
仁
v
均
的
組
合
は
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引
け
川
I
1
1
J
札す一
lJhんり、

円
一
叶
な
対

ν↓1
かいほ芦一一
ly
－
－
な
い
士
ノ
、
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一
川
黙
心
苅
笠
一
九
円
、

J

1
ぎ
た
）
L
Y
F

」λ
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下
ヘ
マ
凶
、
－

A
慎
「
勺
に
さ
か
コ
一
二
、
出
馬
を
友
明

ー
に
お
、

uuv間
組
令
川
市
で

p
v

－uみ
じ
て

1
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1
7
5
ー

す
る
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ら
は
、
リ
、
立
す
内
記
’
日
を
広
一
芯
／
、
新
一
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に
釘
斗
～
ζ

山
町
山
点
工

U
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d

的
姐
汁
は
、

T
らん
Y
一
町
中
州
一
円
る
？
っ
ヌ
弘
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生
ど
り
小

ιて
い

S
辻
は
、

13ι
ザ
品
川
ロ
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で
き
る
か
検
討
？
な
さ
い

官

v
法

忠

想

史

中

山

屯

次
空
間
の
な
か
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一
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内
え
一
選

K
L、
併
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し
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「

ー
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弁
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一
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4
1
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一
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L
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古
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＼
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↓
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九
仏
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同
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L

は
l
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な
F
勺
巾
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了

の

I

川弔川勺人山引仙
h
一
司
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川
川
4
L
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勺
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v
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＼
人
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八
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日
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窓
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仇
し
一
、
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に
す
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一
P
L
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菜
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受
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仕
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た
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一
ワ
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れ
て
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乙
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吉
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人
と
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円
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り
d
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v
c
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の
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を
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烹
叡
念
の
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一
の
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な
か
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仲
間
つ
け
、
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Z
c
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一
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学
一
仁
呼
よ
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d

て
き
る
カ
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「
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子
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あ
令
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き
ペ
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U
笠
史
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古
憶
に
、
｝
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じ
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V
政
治
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♂
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閃
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A
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ミ
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ハ

上
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龍
／
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百
叫
ム
多
U
土
武
治
は
、
コ
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一
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一
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山
の
士
一
扶
ゃ
ん
付
ノ
九

T
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を
、
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k
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に
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判
J
J

一～
J
J
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、
説
川
叶
亡
さ
い
c

立
～
、
h
M
h
y
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土
詠
一
一
耐
と

グ
ル
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が
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世
間
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の
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つ
い
て
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、
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北
町
し
な
さ
い

田川正

M
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氏
、
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人
が
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出
に
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什
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す
る
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J
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［
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れ
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一
叩
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り
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＼
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／
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さ
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，
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、
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ば
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で
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叶
な
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ζ

訂
叶
を
碓
l
A
L
こ
ぎ
勺
乙
し
亡
、
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討
を
併
問
LV
で
づ
乙

ぷ

l
記
U
1
川hmdE
寸

べ
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℃
、
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ぷ
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岬
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叶
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／
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、
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摩
－
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叫
／
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ら
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牛
代
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店
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L
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什
に
い
入
令
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p
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政
y

川
pr
的
に
説
明
Jhhh
一さ
h

vヨ
！
口
y
パ
政
治
安
一

次
心
宇
炉
ハ
ιγ

」
論
述
の
な
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ナ
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八
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川
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川
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け
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干
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川
村
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か
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に
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じ
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結
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に
な
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ヘ
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し
て
小
数
第
3
侍
ー
ま
で
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止
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さ
い
げ
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一
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／
て
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リ
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友
一
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附
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さ
い
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u
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司
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ま
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収
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伯
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－
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値
、
巾

詰
岨
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火
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、
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せ
d
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ヘ
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現
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平成二一年反二学期試験問題
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仇
0

．

・
確
率
変
数
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門
の
累
積
分
布
関
数
が
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）
H
す
ω
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〈
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Mれ
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で

一

回

］

｛

〈

H
－
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｛
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｛
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つ

｜

｜

」

与
え
ら
れ
る
と
き
、
確
率
、
一
八
同
〈
一
日
一

6
一
で
あ
る
。

／

ω

N

＼
「
L

・
確
率
変
数
し
門
が
ミ
（

Y
S
分
布
に
従
っ
て
い
る
と
み
さ
、
倍
率
、

（
同
〈
司
会
）
山
日
で
あ
る
。

－
独
立
な
確
率
変
数
民
と
句
、
が
と

b
ら
も
標
準
正
規
分
布
に
従
っ

て
い
る
と
き
、
そ
の
ふ
は
因
分
布
に
従
っ
て
い
る
o

－
無
作
為
標
本
の
標
本
半
均
を
標
準
化
し
た
も
の
の
分
布
は
、
標
本

の
大
き
さ
が
低
限
大
に
近
づ
い
て
い
く
と
き
、
日
目
定
理
に
よ
り

門
凹
分
布
に
近
づ
い
て
い
く
。

第

2
問

卜

哀

の

2
変
数
デ
ー
タ
（
H
ご
山
岳
）
は
中
部
地
方
六
県
に
お

げ
る
、
男
性
の
辺
動
量
（
歩
行
数
）
と
肥
満
者
の
割
合
を
表
し
て
い

る
（
ヤ
成
二

O
年
版
「
食
育
白
書
」
よ
り
）
o

こ
の
と
き
、
次
の
問

い
に
答
え
よ
。
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叶
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中
日
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∞
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出
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叶
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川
円
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E
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相
関
関
数
を
求
め
よ
。
た
だ
し
、
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H

ω
ω
N
φ

「日仏、

V
いミ
H
A
H
G
N
叶
・
印
叶
、
町
長
田
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H
H
N
N
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H
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用
い
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も
よ
い
。

Lυ 

ち
を
か
に
同
帰
さ
せ
た
回
帰
直
線
問
、
H
Q
＋
h
H
を
最
小
二
乗

法
を
用
い
て
求
め
よ
。

一
例
迷
動
量
と
肥
満
比
率
の
関
係
に
つ
い
て
一
戸
山
述
と
し
て
誤
り
を
含

む
も
の
を
、
次
の
①
j
⑤
の
う
ち
か
ら
会
つ
選
べ
。

①
運
動
量
と
肥
満
比
率
の
聞
に
は
負
の
相
闘
が
あ
る
。

②
運
動
量
が
多
い
府
県
ほ
と
、
肥
満
比
率
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

③
肥
満
比
率
、
が
高
い
府
県
ほ
と
、
運
動
量
は
低
い
傾
向
、
が
あ
る
。

④
運
動
量
が
百
歩
増
え
る
と
、
肥
満
比
率
は
お
%
増
加
す
る
。

⑤
運
動
量
と
肥
満
比
率
の
散
布
図
を
作
成
す
る
と
、
右
上
が
り

の
形
状
を
し
て
い
る
。

第
3
問
歪
み
の
な
い
コ
イ
ン
を
三
凶
投
げ
た
と
き
、
は
じ
め
の
二
回

の
内
に
表
、
が
山
た
凶
数
を
確
率
変
数
旬
、
三
回
全
て
投
げ
た
と
き

に
表
が
出
た
凶
数
を
倍
率
変
数
吋
と
す
る
。
こ
の
と
き
次
の
間
い

に
答
干
え
よ
。

川
倍
率
変
数
し
門
と
吋
の
同
時
倍
率
関
数
を
求
め
よ
。

川
倍
率
変
数
し
門
と
吋
の
共
分
散
を
求
め
よ
。

拾策

4
間

同

r
－

ks
は
、
期
待
値
、
が
h
h

で
分
散
が

q
N
の
確
率
分
布
に

従
う
母
集
団
し
円
か
ら
の
無
作
為
標
本
で
あ
る
と
す
る
。
標
本
平
均

を
し
門
川
川

M
M
L
F、
標
本
分
散
を
勺
日
｜
阿
川

M
Q
M
l
b
N
と
定
義

主

詰

』

す
る
と
き
、
次
の
間
い
に
答
え
よ
。

川
川
し
点
と
し
門

N

の
期
待
値
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
よ
。

川
上
問
の
結
果
を
用
い
て
、
標
本
分
散
勺
の
不
適
性
を
三
小
せ
。

第
5
間
総
学
生
数
八

0
0
0人
の
為
る
大
学
で
一
ヶ
月
の
携
帯
電
話

料
金
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
学
部
、
学
年
、
性
別
な
と
き
ち
ん
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